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Greeting

ご挨拶
理事長　　下村　俊夫

第３０回記念総会・懇親会が４年ぶりに皆様に集まって頂き顔を見ながら開催出来た事ありがとうございま
した。

そこで私、下村俊夫が新理事長に就任しましたこと紙面をお借りして報告させて頂きます。
また前会長の山下哲男氏が春の褒章にて黄綬褒章を受章されました事、たいへん嬉しく思います。おめでと

うございます。
前理事長の赤羽弘秋氏におかれましては理事・理事長として２０年間お疲れ様でした。そしてありがとうご

ざいました。組合３０年の歴史と重く責任のあるバトンをしっかりと受け取り今まで以上に精進し柔軟かつ大
胆な発想、行動力で今一度襟を正し組合活動の推進に精励いたす所存です。

とは言え私一人の力では何も出来ません。若返った理事のメンバー、組合員の皆様、賛助会員の皆様、組合
に関係する全ての方から力をお借して、困った時に助けてくれる“仲間”として、どうか組合活動に御協力よろし
くお願いします。

当組合としては今後建設キャリアアップシステムを軸に国土交通省、厚生労働省をはじめ関係機関にご指
導を仰ぎ、他建設業団体とも連携し継続事業の「切断穿孔業務安全講習会・厚生労働省認定コンクリート等
切断穿孔技能審査試験・登録切断穿孔基幹技能者講習」の更なる充実、専門工事業者の施工能力を適正に
評価して頂き、公共工事・民間工事の双方において優位な受注につながる様「施工能力の見える化評価」の
申請促進にも力をいれていきます。

地域差もありますが今後予想される建設業界の危機的人材不足において若者達が「行きたい切断穿孔業」
「やってみたいダイヤモンド工事」となる様、経験と技能に応じた将来やりがいのもてる職場環境そして賃金
の確立を早期実現して参ります。
今期組合のスローガン

“切断穿孔業界の更なる処遇改善、地位向上の為、今、出来る事”
仲間の皆様を信じて将来に誇れる組合へと邁進してまいります。
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Greeting

ご挨拶

ダイヤモンド工事業協同組合の皆様には日頃からのご支援に対し心から感謝申し上げます。皆様のお陰様
をもちまして、参議院議員として１７年目の活動に入りました。
国土の強靱化加速化対策の継続決定

国土強靱化は現在通常事業に加え、５か年１５兆円の国土強靱化加速化対策が進められています。毎年約
２割分が加速化されている勘定ですが、これも令和7年度迄。その後何とかして欲しい、と知事会、市町村長
会から要望が強い。この為、先の通常国会で「実施中期計画」という名称で、継続することを議員立法で決め
ました。私は、自民・公明ＰＴの事務局長として、各党廻り、ほぼ全員に賛同を頂き、６月１４日に成立致しまし
た。いつから何か年で、その規模は、というのはこれからですが、多くの皆様がご心配頂いた「その後どうする、
継続できるのか？」という問題は、法律制定で政府に義務つけることができました。
DCAを先頭に建設産業を新しい3K（給料、休日、希望）の魅力ある職場に

先ず、働いている人々の賃金が低過ぎます。上げて行かねば若者が入って来ません。公共事業の積算で使
う労務単価が低くなり過ぎました。私は長い間調査方法の改善を主張し、２０１３年４月にようやく全国平均
１５％上げたのをかわきりに、毎年改善を重ね、23年2月からは12年に比べると約7割近い増の労務単価の改
善を実現して参りました。ただし、年収ベースではまだまだ上げ続け、戻し続けなければなりません。このあた
りの経過を「建設労働者処遇改善の論理と実践」と題して、先般書籍を発刊しました。
元請も専門工事業も受注者が利益を出せるようにするのが発注者の責務

仕事したら工夫すれば利益が残せる公共事業の契約にしなければなりません。低入札基準価格を私が議
員になってから８回上げました。発注者が見積もった価格の７～８割で落札することが異常です。また官の積
算価格は標準ですから、本来、積算価格で仕事をしてもらうのが適正なのです。さらに、これ以上必要な場合
は、それに対応する必要があるのです。改正品確法では受注者が適正な利潤が得られるようにするのが発注
者の責務としました。１９年には更に品確法を改正し、民間の発注者例えば元請も、適正な工期、工費で下請
に発注するよう求めることにしました。
１０年先、２０年先を見通し、国土強靱化と地方創生を長期、計画的に

そして１０年先、２０年先を見据えて国土・地域を強靱化する計画を立て、着実に実行する必要があります。
民間投資を引き出し、公共投資も目標を立てて着実に実行する。これがまた、建設産業と日本の元気回復に
つながることと思います。この趣旨で国土強靱化基本法を改正し、かつ５か年加速化対策を継続することとし
たわけです。地方創生も、これが原点です。
DCAへの期待と課題

DCAへの期待と課題には大きなものがありますが、ひとつは災害防止です。DCAの皆様も常日頃から災害時
には大奮闘頂いているわけですが、災害防止に関する取組みの適格団体となって、いざという時の貢献が期待
されています。DCAの組合員の皆様が一致団結して、このような期待と課題に取り組まれていることに敬意を表
しますと共に、私もまた皆様と共に力を合わせ、微力を尽させて頂くことをお約束申し上げる次第であります。

参議院議員　　佐藤　のぶあき
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Greeting

ダイヤモンド工事業協同組合の皆様には、日頃からコンクリート構造物等の切断・穿孔技術を活用した工
事等を通じて、インフラの維持・管理や更新を始め、災害発生等における迅速な復旧・復興に向けてご貢献
をいただいております。また、若手育成に向けた講習会やキャリアアップシステムの導入などによる魅力ある
業界づくりについても積極的に取り組んでいただいています。心から感謝を申し上げますとともに、深く敬意
を表します。

さて、今年も「これまでに経験したことのない大雨」が全国各地で発生しており、特に７月の梅雨前線による
福岡県、佐賀県を中心とする豪雨災害、８月上旬の台風７号による鳥取県、兵庫県、京都府などの豪雨災害、
９月上旬の台風13号による福島県、茨城県などの豪雨災害など、全国各地で大きな被害が発生しました。

私は災害発生直後に被災地に伺わせていただき、現地において貴組合の皆様を始めとする建設関連産業
の皆様のご尽力・ご協力がいかに必要とされているかを強く感じました。

あらためて、地域の安全安心を守るためには、地球温暖化への適応策となる事前防災対策、すなわちイン
フラの整備と的確な維持・更新を全国でさらに強化・加速することが必要であり、その担い手を確保する環境
づくりが重要であると痛感いたしました。

今年度は15兆円の「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の３年度目に当たりますが、先の
通常国会において国土強靭化基本法の改正が行われ、国土強靭化のための中期計画の法定化がなされまし
た。これにより５か年加速化対策後も、防災・減災、国土強靭化の着実な促進を図ることの枠組みが整ったと
考えています。

私といたしましても、建設分野の職域代表として、「建設産業の再生なくして日本の再生なし」、「インフラ
の再生なくして日本の再生なし」をキャッチフレーズとして掲げ、防災・減災、国土強靭化や、インフラ整備に
必要な公共事業予算を確保するとともに、ダイヤモンド工事業協同組合の皆様が我が国のインフラの整備に
向けてご活躍をいただけるような環境整備に取り組んでまいりますので、引き続きの皆様のご支援のほどよろ
しくお願い申し上げ、お祝いのメッセージといたします。

ご挨拶
参議院議員　　足立　敏之
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Greeting

ダイヤモンド工事業協同組合の皆様には、平素より国土交通行政に特段の御理解・御協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。

建設産業は、「社会資本整備の担い手」、「地域の守り手」として、重要な役割を担っています。その中でも、
コンクリート切断・穿孔工事業は、社会資本の更新期を迎える我が国において、道路等の維持補修や災害復
旧対応など、非常に大きな役割を担っております。

その一方で、我が国の少子高齢化・人口減少が進む中で、建設産業においても建設技能者の高齢化が進ん
でおり、建設産業が今後ともその重要な役割を果たしていくためには、担い手の確保・育成が喫緊の課題と
なっています。

そのような中、貴組合におかれましては、登録切断穿孔基幹技能者講習、建設キャリアアップシステムの能
力評価、施工能力等の見える化評価等を実施されるなど、優秀な人材の確保・育成に積極的に取り組まれて
おり、改めて感謝申し上げます。

国土交通省といたしましても、建設産業で働く方々が安心して働けるよう、そして、若い人に多く振り向いて
もらえる産業となるよう、引き続き、安定的かつ持続的な公共投資の確保に努めるとともに、「処遇改善」や
「働き方改革」のための取組をしっかりと進めてまいります。

特に「処遇改善」については、本年３月より適用されている公共工事設計労務単価が１１年連続の引上げと
なりました。建設キャリアアップシステムにつきましても、１２０万人を超える技能者の方に登録いただいており
ます。これを現場で働かれておられる方々の処遇改善につなげていくため、しっかりと取り組んでまいります。

また、時間外労働の上限規制の適用が近づく中、働き方改革を更に進めるため、工期の適正化や施工時期
の平準化の取組を推進するとともに、ＩＣＴの活用などを通じた生産性向上にも取り組んでまいります。

さらに、本年９月には、中央建設業審議会・社会資本整備審議会産業分科会建設部会の基本問題小委員
会において、担い手確保の取組を加速し、持続可能な建設産業とすることを目指して、中間とりまとめが行わ
れました。国土交通省としては、中間とりまとめの内容を踏まえまして、しっかりと対応してまいります。

貴組合におかれましては、引き続き、これらの施策に対する御理解と御協力を賜るとともに、貴組合の活動
を更に推進していただきますことを、御期待申し上げます。

結びに、貴組合の益々の御発展と組合員の皆様方の御活躍と御健勝を心より祈念いたします。

建設市場整備課長　　宮沢　正知
国土交通省不動産・建設経済局

株式会社
県知事許可（般-4）第11013号

本社 〒880-2231 宮崎県宮崎市糸原1963番27
TEL.0985-41-3006(代) FAX.0985-41-3009
kawano@kawano-cutter.co.jp

http://www.kawano-cutter.co.jp

DCA会員

カワノ工業
環境にやさしく、丁寧に、迅速に、確実に
町の安心・安全を守ります。

「ＤＣＡだより」第４１号発刊
に寄せて
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Greeting

魅力ある建設現場の
実現に向けて

ダイヤモンド工事業協同組合ならびに、貴協同組合に参画する企業の皆様におかれましては、日頃より国土
交通行政に特段の御理解､御協力を賜り､心より御礼申し上げます｡

また、本年１０月６日にはコンクリート切断・穿孔工法機材展Cutting&Drilling Japan ２０２３を無事、開
催できましたこと、お慶び申し上げます。日頃、ダイヤモンド工事業協同組合による切断・穿孔に触れることな
い方々にも知っていただくよい機会だったと思います。

日本各地で大きな災害が相次ぐなか､建設業は、防災･減災など国民の安全･安心の確保を担う｢地域の守り
手｣として､また､我が国の発展基盤となる社会資本を築く上で､極めて大きな役割を担い､その使命を果たしてこ
られました｡

激甚化・頻発化する自然災害に対応するため、防災・減災、国土強靱化等の加速化・深化を図ることは、我
が国の喫緊の課題です。

貴協同組合におかれましては、構造物の切断・穿孔器具を使用した技能・技術を必要とする復旧・復興作
業に関して、各地方整備局と災害時協定を締結するなど、地域に密着した災害対応や維持管理に対する支援
をいただいており、非常に心強いものを感じております。

国土交通省では、平成２８年度から建設現場の生産性向上を目指してＩＣＴを活用したi-Construction を
推進してきたところです。そのi-Constructionを中核としつつ、データとデジタル技術をコンクリート切断・穿
孔工法をはじめとする工法などに活用することにより、インフラ関連の業務、組織、プロセス、文化・風土や働
き方を変革する「インフラ分野のDX」を令和２年から推進しております。　　　　　　　

本年８月には、インフラ分野のＤＸの一層の推進に向け「インフラの作り方の変革」、「インフラの使い方の
変革」、「データの活かし方の変革」という３つの観点で分野網羅的、組織横断的に取組方針を具体化した
「インフラ分野のＤＸアクションプラン（第２版）」を公表いたしました。これにより、デジタル技術の導入が進
んでいる分野や、今後よりデジタル技術を活用・浸透させていく分野を一目でわかるようにしています。

建設業においては、令和６年４月より適用される改正労働基準法における時間外労務規制を見据えた週休
二日などの働き方改革が進んでいます。を実践していただくとともに、これまで皆様が蓄積された高い技術・
技能や豊かな知識や経験が建設現場の生産性向上と、魅力ある建設現場の実現へ向け、大いに貢献するも
のと、期待しております。

現場で働く皆様が､｢誇り｣と｢希望｣を持って､生涯にわたって建設業で働きつづけられるような魅力ある産
業としていくため､業界とも連携を図りながら､しっかりと取り組んでまいりますので､貴協同組合におかれまし
ても､引き続き御理解､御協力をお願い申し上げます｡

技術調査課長　　橋本　雅道
 国土交通省　大臣官房
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Greeting

ダイヤモンド工事業協同組合の皆様におかれましては、日頃より登録基幹技能者制度、建設キャリアアップシ
ステム（CCUS）、また能力評価制度等を通じて技能者の育成・技能向上にご尽力を賜っておりますこと、厚く御
礼を申し上げます。

さて、気候変動の影響もあり、これまでにないような豪雨の発生など、自然災害が激甚化し、今後もこの傾向
が続くことが予測されています。このような中で、国民の安全・安心と、経済活動の基盤となる社会資本を整備
し、適切に維持管理するためには、貴組合参加の事業者を含め、建設業界の持続的な発展が不可欠です。

建設業界の持続的な発展に当たっての最大の課題は、将来の担い手の確保・育成です。国土交通省では、
建設技能者の経験や技能に応じた処遇改善を図り、建設業界の魅力向上につなげるため、業界団体と連携し
て、CCUSの普及・促進を進めております。CCUSの登録技能者数は昨年１００万人を超え、現在登録技能者数
は１２８万人、登録事業者数が２４万社となりました。今後は、登録数の拡大はもちろんのこと、現場での就業
履歴の蓄積や、CCUSを活用したレベル別能力評価の登録も拡大させ、処遇改善につなげていくことが重要と
考えております。

国土交通省では、関係者と連携し、CCUSの利用環境の整備とともに、処遇改善につなげるための取組を進
めています。利用環境の整備としては、安価なカードリーダーへの対応を行ったほか、iPhoneで就業履歴を蓄積
できるよう準備を進めています。また、引き続き説明会等による登録申請のサポートを行っているほか、「現場に
カードリーダーがない」という場合の相談窓口を（一財）建設業振興基金に設けました。

処遇改善に向けた取組としては、本年６月に、経験・技能に応じた賃金支払いの目安として、レベル別年収目安
を公表しました。同時に、処遇改善の前提となる賃金原資の確保のため、ダンピング対策など、適切な価格で受
発注が行われるための取組も引き続き進めてまいります。

切断・穿孔工事の技術は、建物、橋梁、道路や上下水道等といった社会資本の維持や補修、さらには災害時に
おける応急復旧作業等に必要不可欠であり、社会資本のメンテナンス時代において、ダイヤモンド工事業協同組
合に対する期待は一段と高まっていくものと考えられます。

引き続き、CCUSの普及・拡大へのご協力をお願いするとともに、貴組合のますますのご発展と皆様のご健勝
を心より祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

建設キャリアアップシステムの
推進に向けて

建設キャリアアップシステム推進室長　　松野　憲治
国土交通省　不動産・建設経済局　建設市場整備課

東 京 都 第13-20-170402号
八王子市 第109-20-170402号
埼 玉 県 01120170402

東京都知事許可　第142421号　ウォーターリサイクル協会会員　DCA組合会員
一般社団法人 東京都産業資源循環協会 会員番号２１８９

電気カッター
ワイヤーソー工事

（移動式・固定式）

〒196‒0014東京都昭島市田中町3 ‒ 10 ‒ 7
Ｔ Ｅ Ｌ 0 4 2 ‒ 5 1 9 ‒ 5 2 2 2
Ｆ Ａ Ｘ  0 4 2 ‒ 5 1 9 ‒ 5 2 2 3
携帯電話 0 7 0 ‒ 1 5 4 8 ‒ 6 6 8 8
E-MAIL a k i s h i m a @ k e i z . t o k y o

〒196-0014 東京都昭島市田中町3‒10‒7
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Greeting

ダイヤモンド工事業協同組合の皆様におかれましては、日頃より（一社）建設産業専門団体連合会会員とし

て専門工事業で働く職人の処遇改善、技能者の育成・技能向上にご尽力いただき感謝申し上げます。

ご承知のとおり、我が国は多くの業界で人材の確保・育成・定着が課題となっておりますが、建設業は職人

の技能・技術で成り立っていることから、専門技能や熟練技能を有する職人は財産です。せっかく若者が入職

してきても、数年のうちに離職してしまうようなことを繰り返していては、建設業に明るい未来はありません。

今こそ「若者が憧れる未来予想図」を描く必要があります。

先般、「中央建設業審議会・社会資本整備審議会 基本問題小委員会 中間とりまとめ」が公表されました。

その柱の一つに「適切な労務費等の確保や賃金行き渡りの担保」という項目があります。我々はこれまでの

安値競争から脱却し、必要な請負金額を確保し、他産業より高い月給と週休二日を実現し、職人の健康に配

慮した就業環境を、若者や外国人材に見せていく必要に迫られています。困難な課題とは理解していますが、

何としてもこれらを実現しなければなりません。

現在、国交省において、適正な労務費とはどんなものか、必要な労務費を犠牲にする安値競争を抑止する

請負環境の整備などを検討いただいているところです。何次下請にあっても適正な請負額（労務費）がもらえ

る環境を整え、我々下請経営者は、貰えた分を労務費に還元して職人に払うことを実践して職人の給与を上

げていかなければなりません。そうすることで、先に建専連が業種別に公表したレベル別の年収目安を超える

年収を担保することが可能となり、週休二日や月給への転換などの課題はありつつも、若者が憧れる未来を

想像できる業界に近づけるはずです。

今、国、業界を挙げて同じ方向に向かって課題解決に当たっているところです。我々の立場で今やらなけれ

ばならない事柄を率先して取り組んでいくことを共に誓って、推進していただけるようお願い申し上げます。

終わりに、貴協同組合並びに組合員、賛助会員様の益々のご隆盛をご祈念申し上げます。

適正な労務費の行き渡り

会長　　岩田　正吾
一般社団法人　建設産業専門団体連合会

おかげさまで54年　これからも社会のために
未来を築く
ダイヤモンド工事業の
スペシャリスト

第一建興江島株式
会社

http://daiichikennko-group.co.jp
拠点：札幌　函館　帯広
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建設業界の皆様へ

◎法律に基づき運営される国が
　作った制度

◎建退共に加入し、履行している場合は
　「経営事項審査」で加点評価

◎国からの財政上の支援
　（国の助成により掛金の一部が免除）

●加入できる事業主
  建設業を営む事業主

◎掛金は全額非課税
　 （損金または必要経費に算入できます）

◎複数の企業間を就業しても
　通算して退職金を支給

◎加入の手続きは簡単
　 （各都道府県の建退共支部で加入）

福祉の増進と企業の振興のための退職金制度です

 建設工事の第一線で働く優秀な人材確保にも寄与 !  

建退共に加入しませんか

●対象となる労働者
  建設業の現場で働く方

●掛金は
  　日額　３２０円
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Coneference
総 会

令和５年８月１８日（金）１４時より都市センターホテルに於いて、第３０回記念総会が開催されました。コロナ
の影響を脱し、４年ぶりに対面での開催となりました。

北海道から沖縄まで全国各地から組合員が参集して各議案が審議され承認されました。
【表彰】

総会に引き続き、長年執行部として組合活動に貢献された赤羽弘秋前理事長（有）コアーズ名古屋に特別功労
賞を贈呈しました。組合役員表彰（２期４年）９名、技能審査試験試験官表彰（２期４年）８名、優秀組合員表彰
（加入１０年以上）２０社、優秀従業員表彰（勤続１０年以上）２８社４９名、各賞１名が代表として表彰され、代
表以外の受賞者の皆様には後日郵送にて表彰状が贈られました。
【基調講演】

総会終了後の基調講演では、『技能者をめぐる最近の取り組みや情勢について』と題して、国土交通省　不動
産・建設経済局　建設市場整備課　建設キャリアアップシステム推進室長　松野憲治様に技能・施工能力が適
切に評価される環境に向けての講演をしていただきました。
【懇親会】

懇親会では新理事長の挨拶の後、令和５年春の褒章において黄綬褒章を受章された山下哲男氏よりご挨拶を
いただきました。また、国土交通省幹部、関係団体幹部の多数のご臨席を賜り、祝辞を頂きました。

和やかな雰囲気の中でご来賓の皆様や賛助会員、組合員の皆様との情報交換や意見交換などを通して、より
一層の親交を深めたひとときでした。 

和やかな雰囲気の中、土堂専務理事の中締めで大盛況のうち散会となりました。

令和５年度 第30回記念総会開催

総会審議 基調講演の様子

代表取締役

土木・建築・解体工事業
カッター /ワイヤーソー/乾式グルービング / SJS工法

永田 信彦
本　　社 〒607-8234京都市山科区勧修寺南大日町7番地

TEL (075) 572-1100(代)
http://www.nagata-kogyo.co.jp

FAX(075) 572-5586
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令和５年度 第30回記念総会開催
新役員組織

役　　職 氏　　名 会　社　名

理 事 長 下村　俊夫 ㈱ダイヤテクニカ

副理事長（技術） 平山　武夫 ㈱平山工業

副理事長（総務） 恒住　俊和 ㈱三和工業

専 務 理 事 土堂　　進 ㈱進成

会 長 貝木　　昭 ㈲アール・シー・サービス

監 事 菊池　仁実 ㈱エー・ワン

監 事 三浦　　将 ㈱OMワークス

登録切断穿孔基
幹技能者委員長

（ 建 設 キャリア
アップシステム兼）

恒住　俊和 ㈱三和工業

副 委 員 長 新田　友規 ㈱イーシーセルビス

副 委 員 長 新垣　竹哲 沖興テクノ㈱

広報委員長（HP） 平山　武夫 ㈱平山工業

副 委 員 長 佐藤　高広 ㈱グンマカッター

組織・購買委員長 牧　　祐一 ㈱大隅機工

役　　職 氏　　名 会　社　名

副 委 員 長 高橋　　範 ㈲秋田カッター工業

副 委 員 長 永田　高久 ナガタ工業㈱

技能審査委員長 逆井　紀賢 ㈱ＳＤＣ工業

副委員長（切断） 高橋　大輔 新潟カッター㈱

副委員長（切断） 野口　卓久 ㈲笠井カッター

副委員長（切断） 新田　友規 ㈱イーシーセルビス

副委員長（穿孔） 吉川　　覚 ㈱ダイヤエクシード

副委員長（穿孔） 新垣　竹哲 沖興テクノ㈱

副委員長（穿孔） 中山　秀一 ㈱テクノサークル

副委員長（学科） 石坂　智守 ㈱日本海カッター工業

積 算 委 員 長 森　誠志朗 ㈱大伸工業

副 委 員 長 牧　　祐一 ㈱大隅機工

災害対策委員長 土堂　　進 ㈱進成

副 委 員 長 野口　卓久 ㈲笠井カッター

〈敬称略〉
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第30回記念総会開催　挨拶、祝辞写真

山下会長より挨拶

国土交通省　大臣官房　技術調査課長
橋本雅道様より祝辞

（一社）建設産業専門団体連合会　専務理事
柳澤　庄一様より祝辞

下村理事長より挨拶

国土交通省　不動産・建設経済局　建設市場整備課長
宮沢正知様より祝辞

国土交通省　道路局　道路交通管理課長
大井裕子様より祝辞

Coneference
総 会
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法　人　名 お　名　前

参議院議員 佐藤　信秋 （代理） 安　　和博

国土交通省  大臣官房  技術調査課 橋本　雅道 （課長）

国土交通省  大臣官房  参事官（イノベーション） 森下　博之 （参事官）

国土交通省  大臣官房  参事官（イノベーション）グループ施工企画室 矢野　公久 （企画専門官）

国土交通省  不動産・建設経済局　建設市場整備課 宮沢　正知 （課長）

国土交通省  不動産・建設経済局　建設市場整備課 北埜　　順 （企画専門官）

国土交通省  不動産・建設経済局　建設市場整備課 松野　憲治 （建設キャリアアップシステム推進室長）

国土交通省  道路局  道路交通管理課 大井　裕子 （課長）

（一社）建設産業専門団体連合会 柳澤　庄一 （専務理事）

（公財）河川財団 関　　克己 （理事長）

（一財）先端建設技術センター 五道　仁実 （理事長）

（一財）建設業振興基金 長谷川周夫 （建設キャリアアップシステム事業本部長）

日本ロード・メンテナンス㈱  道路部 稲垣　　孝 （常務取締役）

職業訓練法人  全国建設産業訓練協会  富士教育訓練センター 菅井　文明 （専務理事）

職業訓練法人  全国建設産業訓練協会  富士教育訓練センター 大平　延行 （講師）

㈱建築資料研究社  本社営業本部  特販部 田所　誠男 （部長）

（一社）日本コンクリート切断穿孔業協会 小澤　　純 （理事長）

ダイヤモンドワイヤーソー工法研究会 北澤　　勤 （事務局長）

エフディック税理法人 奥脇　大輔
〈順不同、敬称略〉

第30回記念総会開催　ご来賓出席者
Coneference
総 会
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第30回記念総会　〜懇親会スナップ〜
Coneference
総 会
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２０２３年度登録切断穿孔基幹技能者新規講習を５月２５日・２６日の両日に亘り、日建学院池袋スタジオより
生リモート配信にて、上野・梅田・熊本の3会場で同時受講・同時試験を実施しました。７３名の受講、７０名が合
格致しました。また、更新講習につきましては、４月１７日から２６日まで前年同様、ｅラーニングによる受講・簡易
効果測定を実施し、記述式効果測定の修了にて、６５名が更新されたことをあわせてご報告申し上げます。

新規講習につきましては、日建学院担当者様との打ち合わせにより、素晴らしい会場・環境を提供いただき、
何事もなく終了させることができました。ありがとうございました。

次回２０２４年新規講習を５月２３日（木）２４日（金）に、同形式で予定しております。
更新講習につきましては、ｅラーニングによる講習会を４月半ばで予定しております。
切断穿孔業界で最高峰の資格、登録切断穿孔基幹技能者講習を受講される方は、合格後、早急に建設技能

者の能力評価制度においてレベル４になれるよう、事前に建設キャリアアップシステム（CCUS）の技能者登録を
推奨いたします。技能者登録には「簡略型」と「詳細型」の２段階の登録方法がありますが、「詳細型」での登録
でお願い致します。また、事業者登録がお済でない企業様は、事業者登録を先にお願い致します。尚、既に技能
者登録済（レベル１～レベル３）の技能者におかれましては、CCUS内の情報等の整備をお願いしまして、登録基
幹技能者合格後、登録切断穿孔基幹技能者を追記して、再度レベル４への申請を推奨いたします。

「登録切断穿孔基幹技能者となる技能者は、CCUSレベル４とパッケージであるものととらえて頂き、流れのま
ま同じタイミングで書類申請を済ませ、最高峰のCCUSレベル４にスキルアップさせるフローの構築を作成・実施
することです。」

最後に登録切断穿孔基幹技能者であることに誇りを持ち、楽しんで活動されますことを切に願います。
ご不明な点がございましたら、組合事務局までお問い合わせください。

「2023年 登録切断穿孔基幹技能者新規講習
及び更新講習」実施報告と次回のご案内

登録切断穿孔基幹技能者委員長　　恒住　俊和
①

登 録
基 幹
技能者

次回開催のご案内 次回開催は、２０２４年５月を予定しております。詳細等につきましては、業界紙
及び当組合ホームページ等にてご案内申し上げます。

熊本会場 上野会場 梅田会場
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②

登 録
基 幹
技能者

Q. 登録基幹技能者取得のきっかけ、取得後の変化
A. 切断穿孔工の仕事に就いて１０年以上携わり受講する資格を得たことで、登録基幹技能者資格所得の

機会を頂きました。
取得後は切断穿孔業のプロとして役割、立場などを自覚して現場作業での安全対策、効率的な施工管
理を心がけ日々取り組んでいきます。

Q. 登録基幹技能者ならではの仕事への取組み方
A. 登録基幹技能者として、現場の状況に合わせる対応力、最適な工法を選択する判断力、今までの経験

を活かして実行する現場力が求められます。登録切断穿孔基幹技能者として切断穿孔業のレベルアッ
プをして安全に作業が出来る会社を形成したいと思います。

Q. 登録基幹技能者としての夢や目標
A. これからは、都市再生、インフラの再構築において重要な仕事になってきますので、顧客のニーズを

理解し作業、効率、適切な資材管理、安全面にとくに気を付けて、専門工事業として信頼される技能
者を目指していきたいです。

2023年登録切断穿孔基幹技能者
合格者インタビュー

沖興テクノ㈱　　仲里　隆太

人のチカラで未来を創る
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③

登 録
基 幹
技能者

Q. 今回、初めてのeラーニングの受講での感想
A. すべての試験を通して初めてのｅラーニング講習での受講でしたが、スムーズに受講することが出来ました。

会場での講習では聞き逃したりがありますが、自分の気になる箇所を重点的に聞き直すことも出来る
ため、非常に内容の濃い受講が可能ではないかと思います。
更新に関しては今後もｅラーニングでの受講が出来ればいいと考えます。

Q. eラーニング講義内容で印象に残っている、活用していきたい内容等
A. 値決めは経営という言葉が印象に残っています。工事の一部分を担う下請業種ではありますが、自分

たちの価値をしっかり確立して少しでもいい金額でお客様に納得していただく努力する。
その理念のもとこれからもお客様に選ばれる会社組織づくりをしていきたいと思います。

Q. 登録切断穿孔基幹技能者としての今後の取り組みについて
A. 切断穿孔の最上位の資格である基幹技能士をもっと多くの人に知ってもらいたいと思っています。

お客様の現場づくりのサポートをし、社内の同僚にはこの資格を取得したいと思ってもらう、そうす
ることによってこの資格の価値を高めていければと思っています。

Q. 切断穿孔業界をどのようにしたいと思うか
A. ダイヤモンド工事業だけでなく建設業すべての課題である人手不足については早急な対策が必要だと

思います。
若い世代が興味を持つような業界するためにも、今回の更新講習で得た知識を基に社会的地位をあげ
単価を上げてもらえるように努力していけば職員の給与アップにつながっていくのではないでしょうか。
それにより一人でも多くの若い人がこの業界に興味を持ってくれるようになればと思います。

2023年登録切断穿孔基幹技能者(更新)
合格者インタビュー

㈲九建施設　　元永　北斗

✆0978-42-5169 ✉kyuuken-ck@ia8.itkeeper.ne.jp   https://kyuuken.jp 

カッター工事 

汚泥処理 

区画線設置工事 

防護柵設置工事 

標識設置工事 

ダイヤモンドコアドリル 

カーブミラー設置工事 

フェンス設置工事 

土木一式工事 

〒〒887722--00447711  大大分分県県宇宇佐佐市市院院内内町町温温見見220099--33  
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第２７回厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験を実施し、今回はポリテクセンター関東（横浜）
で初めての開催で総数１４５人と過去最多でたいへん多くの受験者数でしたが無事終了する事が出来ました。

本試験はCCUS（建設キャリアアップシステム）のレベルアップにも通ずる他、建設業及び我々切断穿孔業に
携わる組合員の方々の今後の地位向上にも直結する重要な試験でもあります。我々試験管を含め質の向上に努
めていきます。

本年度は新型コロナウィルス感染症が少し落ち着いてきた中ではありますが、学科試験会場を広い会場にし、
かつ切断と穿孔の二部制として蜜を避けるなど万全の感染症対策を講じました。建設業及び我々切断穿孔業に
携わる組合員の方の為に今後も継続して実施していきます。

組合員の方々のご参加及び賛助会員様、試験官等でご協力下さった皆様方には深く感謝申し上げます。大変あ
りがとうございました。

第27回
学　　科 実　　技 総　　数

受験者数 合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％

切断 48 42 87.5 49 42 85.7 50 39 78.0

穿孔 95 84 88.4 88 86 97.7 95 83 87.4

合計 143 126 88.1 137 128 93.4 145 122 84.1

今回の試験は下記の皆様のご協力により実施されました。
［コンクリートカッター］　仲山鉄工㈱・㈱進成　　［コアドリル］　㈱コンセック・㈱シブヤ
［振動ドリル・アンカー］　日本ヒルティ㈱
［コンテナハウス・備品管理］　理研ダイヤモンド工業（株）　　［切断穿孔排水処理］　㈱進成
※ご協力頂いた関係者の方々に深く感謝申し上げます。

次回開催のお知らせ
　第２8回厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験は、2024年4月
千葉市幕張での実施を予定しております。詳細が決まり次第、組合のホームページでお知らせします。

Examination

技 能
審 査
試 験

第２7回　厚生労働省認定
コンクリート等切断穿孔技能審査試験を実施

技能審査委員長　　逆井　紀賢

日　時 令和５年４月２２日(土) ポリテクセンター関東 要素、学科試験
２３日(日) ポリテクセンター関東 実技試験
２４日(月) 新横浜プリンスホテル 採点・判定会
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第２7回切断穿孔業務安全講習会を開催

第２７回切断穿孔業務安全講習会を２０２３年２月１４日～２８日の期間ｅラーニングにて開催し１７６名とたい

へん多くの方の受講がありました。

１部講習では「安全作業教本」に基づき切断・穿孔工事における過去に起きた事故事例の振り返り、解説し周

知徹底再発防止に努めていくため合せて60分の講習を行いました。

２部講習では「厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験」を受験される方を対象に講習を行い

ました。今後、受験される方は是非受講をお勧めします。組合員の方でなくても受講可能です。

私達が作業に使用する切断穿孔の機械は「特殊建設機械」と認知されておりそれを操作する作業員は安全
で優れた技術を求められます。社員の安全衛生教育の徹底の為、切断穿孔業務安全講習会をご活用下さい。

Examination

技 能
審 査
試 験

技能審査委員長　　逆井　紀賢

次回開催のお知らせ
　第２8回切断穿孔業務安全講習会は、２０２４年２月中旬頃eラーニングで開催を予定しています。
　詳細が決まり次第、組合のホームページでお知らせします。
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ダイヤモンド工事業協同組合の基幹事業の一つでありますコンクリート切断・穿孔工法機材展が５年ぶりに
実機を直接展示するリアル展示会を去る１０月６日（金）～１０月７日（土）の二日間の日程にて国土交通省
をはじめ　厚生労働省　(一社)建設産業専門団体連合会　(一社)日本建設機械施工協会の後援のもと東京臨海広
域防災公園（そなエリア東京）にて開催されました。

今回の展示会が掲げた『防災・減災』『復旧・復興』『リニューアル』というテーマに正に合致した場所で
開催できたことを大変喜ばしく思います。

国が掲げている国土強靭化政策の推進により、急務化する劣化したコンクリート構造物の維持・修繕工事の
付帯工事として低振動工法・低騒音工法としてダイヤモンド切断・穿孔工事は採用工事の大規模化が図られ、
今後も発注シェアが増えていくことが期待されています。その中で当組合の賛助会員であるメーカー及び材料
商社様が長期に渡り開発を続けてきた切断マシン及びダイヤモンドツールの実物を直接見たり触ったりして頂
き、その進化を直接感じて頂くことが今回の展示会の目的でありました。

今回の展示会は、当組合の組織内の組織・購買委員会の主体で企画され、当組合賛助会員23社のもと運営委
員会を組織して頂き、一際、㈱シブヤの久保氏そして理研ダイヤモンド工業の清水氏の強いリーダーシップに
よりメーカー・商社・業者14社、協会4社の皆様にご賛同頂き、約4年をかけて準備を進めてきました。おかげ
を持ちまして多数の切断・穿孔工事関係者の方々及び発注者の方々にご来場を頂き、盛況のうちに開催をする
ことが出来ました。

また、今回開催するに至り、準備に関わりました賛助会員の前任者の方々及び組織・購買の前委員長にも御
礼を申し上げます。この紙上をお借りしまして、深く感謝を申し上げます。ありがとうございました。

【出展社】（順不同）１４社　４団体
㈱オクト　㈱クライム　㈱コンセック　サンゴバン㈱　㈱シブヤ　仲山鉄工㈱　日本ダイヤモンド㈱　
日本ヒルティ㈱　㈱ノリタケマシンテクノ ㈱コバルテック　ハスクバーナ･ゼノア㈱　
理研ダイヤモンド工業㈱　KEYTEC㈱　㈱計測技術サービス（一社）ウォーター･リサイクル工法協会　
スリーディ工法協会　電動コンクリートカッター工法研究会　低騒音工法協会

コンクリート切断穿孔工法機材展
(C&D JAPAN 2023 in SONAAREA TOKYO)

組織・購買委員長　　牧　祐一

右から下村理事長、衆議院議員　小森たくお氏、
国土交通省 大臣官房 参事官（イノベーション）グループ 施工企画室 矢野企画専門官、

理研ダイヤモンド工業㈱　長谷川社長

展示会風景

Event

特徴 
・クボタ１,０００ｃｃエンジン搭載 
・新型自走装置(HST)搭載 
・新型マフラー搭載 
・機械式ブロアーを採用 
・最大切断深さ２５ｃｍ 
 
 

＜開発コンセプト＞ 
・電動式(モーター)での 
  乾式25cm切断機の開発 
 
＜仕様＞ 
・18.5kw、200V モーター搭載 
・キャブタイヤーケーブル 14sq 
    20m+20m 可能 
・タイミングベルト採用 

電動乾式ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ 

C&D JAPAN 2023 in SONAERIA TOKYO 
参考出展商品 

乾式ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ DRC-250Ⅱ 

２０２３年５月新発売 

本社・東京支店 東京都西東京市富士町2-13-17 
TEL 042-461-5171(大代表) FAX042-461-5194 

福岡支店
大阪支店
名古屋営業所
長野営業所
仙台営業所

広島営業所
札幌営業所
新潟営業所
新座工場

『 DRC-250E』 

特徴 
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・新型自走装置(HST)搭載 
・新型マフラー搭載 
・機械式ブロアーを採用 
・最大切断深さ２５ｃｍ 
 
 

＜開発コンセプト＞ 
・電動式(モーター)での 
  乾式25cm切断機の開発 
 
＜仕様＞ 
・18.5kw、200V モーター搭載 
・キャブタイヤーケーブル 14sq 
    20m+20m 可能 
・タイミングベルト採用 

電動乾式ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ 

C&D JAPAN 2023 in SONAERIA TOKYO 
参考出展商品 

乾式ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ DRC-250Ⅱ 

２０２３年５月新発売 

本社・東京支店 東京都西東京市富士町2-13-17 
TEL 042-461-5171(大代表) FAX042-461-5194 

福岡支店
大阪支店
名古屋営業所
長野営業所
仙台営業所

広島営業所
札幌営業所
新潟営業所
新座工場

『 DRC-250E』 

特徴 
・クボタ１,０００ｃｃエンジン搭載 
・新型自走装置(HST)搭載 
・新型マフラー搭載 
・機械式ブロアーを採用 
・最大切断深さ２５ｃｍ 
 
 

＜開発コンセプト＞ 
・電動式(モーター)での 
  乾式25cm切断機の開発 
 
＜仕様＞ 
・18.5kw、200V モーター搭載 
・キャブタイヤーケーブル 14sq 
    20m+20m 可能 
・タイミングベルト採用 

電動乾式ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ 

C&D JAPAN 2023 in SONAERIA TOKYO 
参考出展商品 

乾式ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ DRC-250Ⅱ 

２０２３年５月新発売 

本社・東京支店 東京都西東京市富士町2-13-17 
TEL 042-461-5171(大代表) FAX042-461-5194 

福岡支店
大阪支店
名古屋営業所
長野営業所
仙台営業所

広島営業所
札幌営業所
新潟営業所
新座工場

『 DRC-250E』 
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令和５年１０月６日(金)・７日(土)の２日間、当ダイヤモンド工事業協同組合主催の{コンクリート切断穿孔工法機材
展(C&D JAPAN 2023 in SONAAREA TOKYO)}が開催されました。

平成１１年５月に静岡県富士宮の富士教育県連センターで行われた当組合が厚生省(現厚生労働省)から委託を請
け実施された切断・穿孔技能士認定試験と共催で、第1回コンクリート切断・穿孔新工法機材展が開催されました。
これ以降昨年までの実展示会として１０回、組合ホームページ上でのバーチャル開催で１３回、計２３回が執り行われ
ました。

当機材展は、ダイヤモンド工具を使用する[切断]と[穿孔]に特化し、関連機器・機材・工具とそれを使用した施工・
工法の紹介に限定した、業界唯一の催しです。実機材を展示する機材展は２０１８年に開催以降５年ぶりで、会場は
東京・有明の[東京臨海広域防災公園(そなエリア東京)]という国土交通省と東京都が共同管理を行う施設で、前回・
前々回も開催させていただいております。東京で自然災害発生時には[そなエリア東京]に緊急対策本部が置かれ、施
設内常設展示場には地震発生直後の疑似体験が出来る設備があり、国土交通省との間に[災害協定]を結んでいる当
組合の主旨と正しく合致した会場です。今回は、同公園内の中央付近に展示会場を設置出来、広さも前回の3倍程度
あり、開催当日は好天に恵まれ、多くの来場者にお出でいただき、無事滞りなく終了出来ました。会場を提供いただ
いた[そなエリア東京]の皆様をはじめ組合担当理事・運営委員・出展各社の皆様のご協力に心から感謝致します。

今後も組合運営事業の一環として、機材展は色々な形で執り行われると思いますが、その都度、選任された運営メ
ンバーが新たな企画で進めてくれる事と確信しております。皆様、どうぞ楽しみにお待ちください。ありがとうござい
ました。

コンクリート切断穿孔工法機材展 
(C&D JAPAN 2023 in SONAAREA TOKYO) 報告 ( 運営委員会 )

C&D JAPAN 2023 運営委員　　清水　正史
Event
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コンクリート切断穿孔工法機材展 
(C&D JAPAN 2023 in SONAAREA TOKYO) スナップ

Event
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排水処理機

登録商標第5650180号
（一社）日本産業機械工業会認定機種

~_—―” 四

型式 MB-03TS
ウォーター ・リサイクルエ法は陳オクトの登録商標です 。

これからのスタンダー ド！！ウォ ー タ ー ・リサイクル工法 ®

·喧塁置�一�
処理水をブレー ド冷却水として再利用でき、作業効率を高めます。
■ウォーター・ リサイクルエ法とは、 ウォーター・ リサイクルシリーズとマジカル ・ ベコップシリーズ
を使用した工法です。 同工法は国土交通省・新技術情報システムNETISに登録された実績があります。

■製造元 CX渇株式会社オクト
香川県嘉松市庵治町6391-163
Tel : 087-871-2044 Fax : 087-871-5065 
URL : https:/ /www.ocuto.co.jp 
E-mail:ocuto@ocuto.co.jp

〇-般社団法人ウォ ー タ ー ·リサイクルエ法協会
烹巴懸g 事務局 新潟県新潟市東区空港西2丁目10-29

Tel : 025-278-3366 Fax : 025-278-3437 
URL : https:/ /www.water-recycle.or.jp 
E-mail :jimukyoku@water-recycle.or.jp

仲山鉄工株式会社
〒426‐0055
静岡県藤枝市大西町 丁目 番地の１

：054‐635‐1383
：054‐635‐0418

会期： 月 日 水 ～ 日 金
会場：東京ビッグサイト
AZZⅡ506を展示予定

切断深さなどを手元で確認
操作データ表示器

第３回建設 展東京に出展
使いやすさ・安全性・信頼性がさらに向上！
新型コンクリートカッター シリーズ 年 月発売

招待リンク
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この度は、令和5年度優秀施工者国土大臣顕彰「建設マスター」という名誉ある賞を受賞させて頂き誠に
ありがとうございます。

平成６年４月に山下工業株式会社に入社した時より地元石川は大きく様変わりしました。
この３０年間で特に思い出されるのは能登空港での乾式グルービング施工であり、その後の私を大きく

成長させてくれた経験となりました。
切磋琢磨し技術を磨き上げた今は亡き同僚との思い出が蘇ります。
今の私があるのもダイヤモンド工事業協同組合の皆様や山下社長、奥様、先輩、同僚のご指導のおかげ

と感謝しております。
時代の変化に伴いより安全な施工や品質管理・環境配備に気を配りながら若手人材の育成や業界の発展

に尽くしていきたいと思います。
この受賞を機に「建設マスター」の称号に恥じないようより一層業務にまい進してまいります。

山下工業株式会社　　山
やました

下　春
は る お

夫

Prize

大臣
顕彰    令和５年度　優秀施 工者国土交通大臣顕彰

［建設マスター］組合員３名が顕彰
　優秀施工者国土交通大臣顕彰は、「建設マスター」と称され、現場での施工に２０年以上 従事し、現役で活躍している建設技能者の中から特に優秀な技能・技術を持ち、さらに後進の指導
育成に貢献している個人が対象とされています。この度、ダイヤモンド工事業協同組合から ３名推薦し見事顕彰されました。おめでとうございます。

「職歴」
平成  6年  4月 ～現在　山下工業株式会社
「資格・免許」
平成  7年 3月 玉掛け技能講習
平成  9年 5月 コンクリート等切断穿孔技士（切断）
平成15年 6月 職長・安全衛生責任者教育
平成21年 6月 登録切断穿孔基幹技能者
令 和元年 1月 建設キャリアアップシステム登録(ゴールド)

金沢市疋田1丁目360 〒920-0003　 TEL.（076）252-8587/252-5859 　FAX.（076）252-8589
E-mail  ymst-kg@yamashita-kogyo.co.jp　　URL  https://www.yamashita-kogyo.co.jp/

［国土交通省認可］ダイヤモンド工事業協同組合：会長　　■日本乾式グルービング施工協会：理事
■石川県乾式グルービング施工協会：会長　　■日本ワイヤーソー工法研究会：理事　　■全国パラボラ工法協会会員
■登録切断穿孔基幹技能者施工　　■［厚生労働省認定資格］コンクリート等切断穿孔技士施工



25

この度は、令和5年度優秀施工者国土交通大臣顕彰「建設マスター」という大変名誉ある賞を受賞させ
て頂き誠にありがとうございます。

私がこの業界に入って23年が経とうとしています。我々の仕事は天候や環境の変化が大きく作用しま
す。その為作業の進行状況や、怪我のリスクの有無、現場での作業だけではなく移動や片付け、機械など
のメンテナンス、健康管理等、それらに関わる経験と知識がとても重要になります。

私が常に大事にしているのは責任と信用であり、毎日の仕事をより良いものにして継続・発展していき
たいと考えております。日々の積み重ねを大事にし、良かったことも悪かったことも次への材料とし、現
場で活かせる努力をしています。

幣社は新しい工法や機材を積極的に取り入れる様にしていて、施工手順や危険な箇所、運搬の方法等を
全社員で試行錯誤しています。弊社名「カッターアバンセ」のアバンセはスペイン語で「前進」を意味し
ています。

その為資格取得や業務安全講習会等に力を入れ、厳しい状況の中、安全・安心な作業を心掛け、出来る
ことを一つ一つ確実に実行できる様、初心を忘れず後進の指導育成に努め「建設マスター」としての誇り
を持ち、喜ばれる仕事をしていきたいです。

「建設マスター」受賞に際しましては弊社の皆様、家族、また仕事で関わっていただいたすべての方々
に大変感謝申し上げます。この受賞を機にこの業界の益々の発展に寄与できる様、微力ではありますが尽
力して参ります。

株式会社カッター・アバンセ　　酒
さ か い

井　修
しゅうへい

平

   令和５年度　優秀施 工者国土交通大臣顕彰
［建設マスター］組合員３名が顕彰

　優秀施工者国土交通大臣顕彰は、「建設マスター」と称され、現場での施工に２０年以上 従事し、現役で活躍している建設技能者の中から特に優秀な技能・技術を持ち、さらに後進の指導
育成に貢献している個人が対象とされています。この度、ダイヤモンド工事業協同組合から ３名推薦し見事顕彰されました。おめでとうございます。

「職歴」
平成12年 9月 ～現在　株式会社　カッター・アバンセ
「資格・免許」
平成15年 7月 コンクリート等切断穿孔技士（穿孔）
平成19年 6月 コンクリート等切断穿孔技士（切断）
平成20年 6月 職長・安全衛生責任者教育
平成22年 4月 玉掛け技能講習
平成24年 5月 登録切断穿孔基幹技能者
令和元年 12月 建設キャリアアップシステム登録（ゴールド）
令 和 4 年 7月 低圧電気取扱作業者

■［国土交通大臣認可］ダイヤモンド工事業協同組合：組合員

〒870-0935 大分市古ケ鶴１丁目７番７号
代表取締役　髙倉  悠史

■登録切断穿孔基幹技能者施工 ■［厚生労働省認定資格］コンクリート等切断穿孔技士施工
■日本乾式グルービング施工協会：会員

TEL.（097）558-6880
URL: https://c-abance.jp E-mail: info@c-abance.jp

FAX.（097）552-3608
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Prize

局長
顕彰

㈱大隅機工　　児
こ だ ま

玉　芳
よしゆき

幸
「職歴」
平成13年 8月 ～現在　株式会社 大隅機工
「資格・免許」
平成18年 7月 コンクリート等切断穿孔技士（切断）
平成21年 8月 職長・安全衛生責任者教育
平成22年 3月 土木施工管理技士（2級）
平成25年 5月 登録切断穿孔基幹技能者講習修了
令和元年 5月 建設キャリアアップシステム登録（ゴールド）

この度は、令和5年度優秀施工者国土交通大臣顕彰「建設マスター」という専門技能者として大変名誉な賞
を受賞させて頂き本当にありがとうございます。

私は、平成13年に㈱大隅機工に入社以来22年間、ダイヤモンド工事、特に舗装版切断工事に従事してきま
した。現場での作業は時に難しいことや辛いこともありましたが、会社の社長を初め、先輩や同僚、そして家
族の支えがあったからこそ今日まで一筋に頑張ってくることが出来ました。そして、日々頑張ってきたことに
よって今回に受賞に繋がったことに改めて支えてくれた皆様に感謝を申し上げます。

今回の受賞により、当社には二人の建設マスター受賞者が在籍することになります。当社の役員の牧久明
専務が受賞し、『いつかは自分も！！』と思いながらこの仕事に精進し、技術を磨いてきました。今後は後輩た
ちがこの賞を『いつか自分も！』と思えるように多様化・高度化していく切断穿孔工事に対応しながら、でも楽
しみながら、そして切磋琢磨しながらこれまで通り一生懸命に現場に従事していきます。

現場で働く者として、このような表彰があることは自分にとって物凄いモチベーションになりますし、一層の
責任感を以って仕事にあたることの理由にもなります。

先程申し上げましたように、支えてくださった皆様に改めて感謝申し上げます、この度は本当にありがとうご
ざいました。

 

 

・交通安全施設工事 

・法面保護工事 

・構造物補修工事 

・資材販売 

・フラットソー工事 
・ワイヤーソー工事 
・グルービング工事 
・コア削孔工事 
・ウォールソー工事 
・Ｗ２Ｒ工法 

〒890-0036 鹿児島県鹿児島市田上台 4-16-18 
TEL 099-265-9300 FAX 099-265-9302 
URL http:www.oosumikikou.com 

令和５年度　優秀施工者国土交通大臣顕彰
［建設マスター］組合員３名が顕彰

 

 

・交通安全施設工事 

・法面保護工事 

・構造物補修工事 

・資材販売 

・フラットソー工事 
・ワイヤーソー工事 
・グルービング工事 
・コア削孔工事 
・ウォールソー工事 
・Ｗ２Ｒ工法 

〒890-0036 鹿児島県鹿児島市田上台 4-16-18 
TEL 099-265-9300 FAX 099-265-9302 
URL http:www.oosumikikou.com 
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Prize

局長
顕彰

有限会社イチマルカンツー工業　　宮
みやざき

﨑　僚
りょう

「職歴」
平成20年 4月 ～現在　有限会社イチマルカンツー工業
「資格・免許」
平成24年 11月 職長・安全衛生責任者教育終了
平成25年 1月 エックス線作業主任者
平成26年 1月 第1種あと施工アンカー施工士
令和元年 5月 コンクリート切断穿孔技士（穿孔）
令和３年 6月 登録切断穿孔基幹技能者講習

この度は令和５年度優秀施工者国土交通大臣顕彰「建設ジュニアマスター」という名誉ある賞を受賞させ
て頂き、大変光栄に思っております。

この栄誉は私一人の力ではなく、ダイヤモンド工事業協同組合の皆様、弊社社長、並びに長年にわたり指導
して頂いた上司、同僚や家族の支えがあったからです。心から感謝しております。

１５年前に私は有限会社イチマルカンツー工業に入社しました。当時は特にやりたい仕事も無く、近場で就
職出来れば良いやと考えておりました。体力仕事できつい事も多く、先輩、上司からも怒られ何度か辞めよう
と思った事もありました。ただ、仕事内容を理解する前から辞めるのも失礼だと思い、必死に仕事に取り組み
ました。同僚とも意見を交わしあい、時には意見が合わずに衝突することもありました。今思えば私の土台は
ここで作られたのだと思います。

必死に取り組んできたからこそ、どんなに大変な作業でも、乗り越えた後の仲間との笑顔の「お疲れ様！」
そしてお客様からの「ありがとうございました」。この言葉があるからどんな仕事も頑張れるのだと思います。

私が知っている１５年前と比べて現場で求められている知識と技術は少しずつ変化しています。そしてこれ
からも求められる知識と技術は変化して進化していきます。現状に満足せず向上に努め、私の知識と技術を若
い人にも伝えて業界の益々の発展に貢献できるよう精進してまいります。

この度は、誠にありがとうございました。

令和５年度 青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰

［建設ジュニアマスター］組合員が顕彰

株式会社 テクノサークル
http://techno-circle.net
北海道知事認可　（般 -5）　釧第 02653 号

本　　社
〒084-0907　北海道釧路市鳥取北10丁目14番5号
TEL（0154）64-1122 ・FAX（0145）64-1123
　t-circle@drive.ocn.ne.jp
✿コア削孔 ・ ワイヤーソー切断 ・ ウォールソー切断 ・ 斫り工事
✿あと施工アンカー施工 ・ 引張試験 ・ 鉄筋探査・スタッドジベル
✿グラウト打設 ・ 断面修復 ・ クラック注入

札幌営業所
〒003-0834　北海道札幌市白石区北郷4条2丁目
TEL（011）873-7171・FAX（011）873-7177
　t-circle-s@apricot.ocn.ne.jp
✿[国土交通省認可]　ダイヤモンド工事業協同組合
✿[一般社団法人]　日本建設あと施工アンカー協会
✿[国土交通大臣認可]　全国止水躯体補修工事協同組合
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建設技能者の処遇改善や建設業の担い手を確保することを目的として、平成31年4月から建設キャリアアッ
プシステムの本運用が実施されているところです。また、建設業全体として客観的に評価する仕組みを構築す
ることにより、専門工事企業の施工能力等見える化評価基準制度が開始されることとなりました。（令和2年国
土交通省告示第498号）

国土交通省にご指導を頂きながら、専門工事企業の施工能力等の見える化評価基準の策定、2番目での大
臣認定を頂き、評価の運用を実施しております。見える化評価を実施するにあたり、それぞれが☆☆☆☆を目
指し健闘中であります。若干ではありますが、運用当初より企業数・☆の数が増えております。各企業、不得意
分野を他の者に見てもらうことにより、全てが☆☆☆☆になりますよう、切磋琢磨していただければ幸いです。

評価基準等、詳しいことは、当組合ホームページを確認して頂くか、組合事務局へお問い合わせください。
また、下記に添付しています切断穿孔工事業施工能力等見える化評価認定企業一覧は、当組合ホームペー

ジはもとより、国土交通省のホームページにリンクされており一般公開されています。併せてご確認いただきま
して、切断穿孔工事業施工能力等の見える化評価を受けて頂き、企業運営、営業等にご活用ください。

評 価
年月日 事業者名 代表者名 所在地 建設許可番号 職種

基礎情報 施工能力 コンプライアンス
☆〜☆☆☆☆ ☆〜☆☆☆☆ ☆〜☆☆☆☆

R5.4.1 有限会社 アール・
シー・サービス 貝 木 　 昭 熊本県菊池郡

大津町室1876-1
熊 本 県 知 事 許 可
(般-3)第12970号 切断穿孔工事業 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆☆

R5.5.21 株式会社 日本コンク
リートカッティング 村 田  啓 輔 大阪府東大阪市

水走5-5-50
大 阪 府 知 事 許 可
(般-4)第61411号 切断穿孔工事業 ☆☆☆☆ ☆☆☆☆ ☆☆☆☆

R5.8.16 山下工業株式会社 山 下  哲 男 石川県金沢市
疋田1-360

石 川 県 知 事 許 可
(般-1)第10480号 切断穿孔工事業 ☆☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆☆

R5.8.19 第一建興江島
株式会社 髙荷 三千雄 北海道札幌市東区北23条

東18-2-3  コルメナビル2階
北 海 道 知 事 許 可
(特-4)第8653号 切断穿孔工事業 ☆☆☆☆ ☆☆☆☆ ☆☆☆☆

R5.8.26 株式会社 
カッター・アバンセ 髙 倉  悠 史 大分県大分市

古ケ鶴1-7-7
大 分 県 知 事 許 可
(般-1)第10312号 切断穿孔工事業 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆☆

R5.8.27 株式会社三和工業 恒 住  俊 和 福岡県福岡市博多区
金の隈1-28-12

福 岡 県 知 事 許 可
(特-3)第59556号 切断穿孔工事業 ☆☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆☆

R4.12.28 有限会社
コアーズ名古屋 赤 羽  弘 秋 愛知県名古屋市

守山区向台2-202
愛知県知事許可(般
- 3 0 ) 第 1 0 6 9 0 9 号 切断穿孔工事業 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

R5.3.3 株式会社
ダイヤテクニカ 下 村  俊 夫 愛知県名古屋市緑区

大高町字平地5番1
愛 知 県 知 事 許 可
(般-2)第101084号 切断穿孔工事業 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆☆

R5.4.13 株式会社
ダイヤワーク 山 田  初 良 滋賀県彦根市

野口町263-2
滋 賀 県 知 事 許 可
(般-2)第051294号 切断穿孔工事業 ☆☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆☆

国土交通大臣認定　切断穿孔工事業の
施工能力等見える化評価

副理事長（総務）　　恒住　俊和
Evaluation

見える
化評価
基 準

有限会社アール・シー・サービス

代表取締役 貝木 昭
〒 熊本県菊池郡大津町室

： ：
： ：

熊本県知事許可（般― ）第１２９７０号

ダイヤモンド工事業協同組合

会長 貝木 昭

国国土土交交通通省省関関連連事事業業担担当当
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本年度の支部開催は、10月6日の関東・甲信支部の開催を皮切りに全国7会場にて開催されました。
今年は、去る10月6・7日に5年ぶりに切断・穿孔工法機材展『C&D JAPAN 2023 in SONAERIA TOKYO』

が開催されたことにより賛助会員の方々も明るい雰囲気を以って参加されました。
下村新理事長体制のもと、初めて行われる各支部の支部会議になりましたが、今回より全国共通の議題を

執行部より提起させて頂き、且つ、活発な議論が行われたことに感謝致します。共通議題の議論の蓄積は、各
支部の地域性に合わせた課題の解決に必要な基礎知識になりますので、理事会においても各支部の皆さんに
示して頂いた大切な議論の内容を活用させて頂きます。インボイス制度及び労働時間抑制の施行など、困難な
ことが目白押しの建設業界ですが全組合員の力を合わせてこの困難を乗り切り優良専門業者としての地位を
確立していきましょう！！

支　部 日　程 開催状況
北海道支部 10月17日（火） 第一建興江島㈱本社（札幌市）

東北支部 10月13日（金） ホテルルートイングランティア秋田（秋田市）

関東・甲信支部 10月 6日（金） 相鉄グランドフレッサ 東京ベイ有明（江東区）

北陸支部 10月14日（土） ホテル坂戸城（南魚沼市）

中部・近畿支部合同 10月20日（金） ＡP名古屋（名古屋市）

中国・四国支部合同 10月13日（金） RCC文化センター（広島市）

九州・沖縄支部合同 10月26日（木） 大野城まどかぴあ（大野城市）

令和５年度
全国支部会議の開催報告Region

組織・購買委員長　　牧　祐一

北海道支部会議 中国・四国合同支部会議
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Report

積算委員会の取組について

●舗装版切断工事単価改定
　令和５年度版施工パッケージ型積算方式標準単価表（国土交通省公共工事に使用する工事単価）が改定
されました。詳細につきましては組合ホームページ「積算資料」に抜粋して掲載してありますので参考にしてく
ださい。なお過去５年間の単価の推移を下記の表にしております。

●公共事業労務費調査の注意点について
　今年も公共事業労務費調査が行われます。無効標本とならないよう、資料を参考にしてください。　
　建設産業・不動産業：公共事業労務費調査（令和５年１０月調査）のご案内
　国土交通省(mlit.go.jp)
　https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/sosei_const_tk2_000006.html

●施工合理化調査依頼へのご協力をお願いします。（国交省総合政策局より）

令和元年度
 (2019年度)

令和2年度
 （2020年度）

令和3年度
 （2021年度）

令和4年度
 （2022年度）

令和5年度
 （2023年度） 前年比

アスファルト

15㎝以下 547 558 562 566 580 102.5%

15㎝を超え
30㎝以下 1,345 1,364 1,372 1,379 1,404 101.8%

30㎝を超え
40㎝以下 2,235 2,266 2,279 2,289 2,352 102.8%

コンクリート

15㎝以下 1,045 1,062 1,069 1,074 1,097 102.1%

15㎝を超え
30㎝以下 2,927 2,963 2,978 2,989 3,038 101.6%

積算委員長　　森　誠志朗

舗装版切断積算推移

株株式式会会社社
　　　〒752-0903　山口県下関市員光町2丁目14番25号　　　　　TEL083-249-3421(代)　FAX083-249-3422

　

大大伸伸工工業業

■アスファルト・コンクリート切断 ■ワイヤーソーイング工事
  ■コンクリートコア穿孔工事 ■ウォルソーイング工事
  ■乾式グルービング工事 ■あと施工アンカー工事

土木工事部門 建築工事部門

山口県知事許可 般 第 号
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住 所 ：〒203-0042 東京都東久留米市八幡町２−１１−５３
T E L ：042-479-2380　　　　FAX：042-479-2381
E-mail ：shinsei2996@yahoo.co.jp
H P ：http://www.ss-cutter.co.jp/index.html

Report

災害対策委員会の取組について

災害対策委員長　　土堂　進
●非常緊急災害時に着用する組合のロゴ入

りベストのデザインですが、小林関東地方
整備局統括防災官様にアイデアをいただ
きましたので、そちらを参考に作成してま
いります。組合名をＤＣＡと略称で表記せ
ず、「ダイヤモンド工事業協同組合」と表記
し、国土交通省と災害協定を結んでいるこ
とがわかるようにすることで地域の方に安
心感を持ってもらえるようなデザインにし
てまいります。

●沖縄支部が創設されるにあたり、藤巻関東地方整備局長にご相談し、橋本技術調査課長の橋渡しで、１０
月１１日、貝木会長、新垣沖縄支部長と、沖縄総合事務局を訪れ、内閣府　沖縄総合事務局　開発建設
部　企画調整官　関信郎様、同じく防災課課長　大城元秀様、課長補佐　蔵本和人様、道路管理課　
課長　渡久山雄一様、課長補佐　宮城勇仁様とご面談いただき、災害協定締結に向けて動いておりま
す。

●１１月１１日（土）名古屋港ガーデンふ頭にて行われました大規模津波防災総合訓練ですが、会場のスペー
スの関係で当組合は参加を見合わせました。
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Greeting
Member-
Ship List

組合員名簿
都道府県 会社名 TEL
北海道 第一建興江島㈱ ０１１-７５１-０４１０

㈱テクノサークル ０１５４-６４-１１２２
青森県 大矢建設工業㈱ ０１７-７３９-５２０５

㈱光カッター ０１７２-８２-３４７７
㈱ライトガイド ０１７６-５１-６５１７

宮城県 栄工業㈱ ０２２-３９６-２３３１
日本カッター㈱ ０２２-２４９-７００４
高砂商工㈱ ０２２-２３８-８５８５
(同)ＤＡＣ ０２２９-２４-０１９２

秋田県 ㈲秋田カッター工業 ０１８-８６３-７４７３
㈲北秋カッター興業 ０１８６-４８-６１６２

山形県 ㈲共栄カッター ０２３５-２３-７４１７
福島県 ㈲あだちカッター ０２４３-５４-２８６８

㈲たきた商事 ０２４８-７６-０８１０
㈲渡辺コーポレーション ０２４６-３９-４００６
㈲ワールドカッター ０２４-９３５-５６６６
㈱ブラストラック ０２４３-３７-００７３

栃木県 ㈲両毛カット工業 ０２８４-７１-１２０６
㈱ロードカッター塩田屋 ０２８５-６８-３３１２

群馬県 ㈱グンマカッター ０２７-３２６-３４４４
㈲コア ０２７７-７７-２２２５

埼玉県 ㈲ディーディーシー ０４８-４２１-１９９２
㈱ОМワークス ０４８-４２３-３９８３

千葉県 ㈲上総ダイヤ ０４３９-３５-３０７１
㈲髙井道路カッターコアー ０４３８-７５-６２３７

東京都 ㈱進成 ０４２-４７９-２３８０
㈱ケイズ ０４２-５１９-５２２２

神奈川県 ㈱エー・ワン ０４５-４７０-９８１１
㈲中山カッター興業 ０４６-８８２-６１３３

山梨県 ㈲新和カッター ０５５-２７５-９９１０
㈲米山カッター ０５５-２７５-６１０３
㈱武藤斫工 ０５５３-３５-３４００

長野県 ㈱トータス ０２６３-９７-３１２１
新潟県 ㈱健翔 ０２５-２８６-１３４５

㈱ダイトウア ０２５-２７４-３４９８
新潟カッター㈱ ０２５-７８２-１０６３
㈱新潟丸辰道路 ０２５６-３８-２１８９
㈲日昇 ０２５-２７４-００６７
㈱ファイター ０２５５-５３-００７３

富山県 ㈲富山カッター工事 ０７６-４６７-１２００
㈱日本海カッター工業 ０７６６-２６-１５６１

石川県 山下工業㈱ ０７６-２５２-８５８７
静岡県 ㈲三井カッター工事 ０５３-４３５-００４６
愛知県 ㈱アサヒカッター ０５２-７９３-２０４３

㈲伊藤カッター ０５８７-３６-１０８７
㈱金原カッター ０９０-３９３２-５２３６
㈲コアーズ名古屋 ０５２-７６０-９０５８
㈱ダイヤテクニカ ０５２-６２４-７１０１
東海カッター興業㈱ ０５２-９０１-４８１１
㈱ダイヤエクシード ０５２-４１４-６８３１
江島産業㈱ ０５２-８２１-９３０７
水谷工業㈱ ０５６１-３８-２２７０

都道府県 会社名 TEL
愛知県 ㈱さつま工業 ０５２-４４３-６１４１
滋賀県 ㈱ダイヤ・ワーク ０７４９-３８-３９３３

㈲ミヤコカッター ０７４８-８６-７５９９
京都府 ナガタ工業㈱ ０７５-５７２-１１００
大阪府 関西ダイヤ㈱ ０６-６７００-５０３９

㈱平山工業 ０６-６３０１-５７５５
㈱フクダエンジニアリング ０６-６６５９-１８１６
㈱日本コンクリートカッティング ０７２-９６０-５９１０

兵庫県 ㈱ケーティエス ０７８-８４６-５３８２
和歌山県 ㈱産・九 ０７３-４７４-３７３９
福井県 ㈲上田カッター ０７７０-２３-５５０６

松宮ダイヤ工業㈱ ０７７６-２６-７３９２
鳥取県 ㈲建設カッター ０８５９-２９-９６０４

㈲テクノサービス ０８５７-５４-１８８８
島根県 ㈲ダイヤロード ０８５２-２１-８１８８
岡山県 ㈲江島カッター工業 ０８６２-７９-２１５４

㈱宝羽ソーイング ０８６-２３８-４２２２
広島県 ㈱イーシーセルビス ０８２-８４２-７７３０

㈱中国カッター ０８２-２９１-５２６５
㈱サッコー ０８２-２３２-６８１５

山口県 ㈱大伸工業 ０８３-２４９-３４２１
㈱ Ｊ - ＴＥＣ ０８３３-４７-２５５０
㈱ ＳＤＣ工業 ０８２７-３５-４９５３

徳島県 ㈲笠井カッター ０８８-６６３-３１２８
香川県 ㈱スカイ・アーク ０８７７-８６-６２２９

㈱エースアンカー ０８７-８０２-２４６４
㈲エフ・ティー工業 ０８７７-５９-７７７０

愛媛県 西日本カッター㈲ ０８９-９５８-０３６８
㈱穿孔社 ０８９７-５５-１２３６

高知県 ㈲北四国カッター ０８８０-２９-００４７
福岡県 ㈱三和工業 ０９２-５０３-６８９２

㈱モト建 ０９３-６１１-０００１
長崎県 ㈲北川カッター工業 ０９５７-２２-１１６８
熊本県 ㈲アール・シー・サービス ０９６-２９３-９２５５

㈲ファスニング機工 ０９６-２３７-１３０５
大分県 ㈲イチマルカンツー工業 ０９７-５８８-１００２

㈱カッター・アバンセ ０９７-５５８-６８８０
ロードカッター工業 ０９７-５２１-１７８５
㈲九建施設 ０９７８-４２-５１６９
㈱サンダイヤプロ ０９７３-２４-１３６０

宮崎県 ㈱カワノ工業 ０９８５-４１-３００６
㈲三協カッター工業 ０９８５-２５-６２５８
㈲野尻カッター工業 ０９８４-４４-１９８７

鹿児島県 ㈲大隅カッター建機 ０９９４-７６-３５４６
㈱大隅機工 ０９９-２６５-９３００
㈲強栄カッター工業 ０９９４-４３-８９１２
中央ロード工業㈱ ０９９-２４３-１５２３
㈱日拓 ０９９-２２０-４３５５
㈱アンカーマンズ ０９９-２９８-９６５０

沖縄県 沖興テクノ㈱ ０９８-９８９-３０９６
(同)ビーズワーク沖縄 ０９８-９２３-０１２８
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Greeting
Member-
Ship List

賛助会員名簿
［機械メーカー］

会社名 氏　名 TEL
㈱オクト 増 田 伊 三 雄 ０８７-８７１-２０４４
㈱クライム 宮 﨑 　 文 隆 ０３-３７５３-２０１４
㈱コンセック 佐 々 木 秀 隆 ０８２-２７７-５４５２
㈱シブヤ 渋 谷 　 憲 和 ０８２９-３４-４５００
仲山鉄工㈱ 仲 山 浩 太 郎 ０５４-６３５-１３８３
日本ヒルティ㈱ 堺 　 直 樹 ０１２９-６６-１１５９
ハスクバーナ・ゼノア㈱ ムヒカ　シーザー ０５７０-６６６-７７８

［ブレード・ビットメーカー］
会社名 氏　名 TEL

エービーイーダイヤモンド㈱ 阿 部 　 雅 宙 ０４-２９３４-３１１０
㈱コバルテック 竹 俣 　 真 伸 ０１１-８７６-８７５５
サンゴバン㈱ グレゴリー・リー ０３-６２７２-５７２０
㈱タケカワダイヤツール 竹 川 　 博 子 ０５９８-６３-１２３１
ＤＡＳ㈱ 岩 城 　 相 卓 ０３-５４６１-７５０１
日本ダイヤモンド㈱ 山 禄 　 祐 二 ０４５-９３９-３００１
理研ダイヤモンド工業㈱ 長 谷 川 光 司 ０３-３８０５-３４７１

［商社］

会社名 氏　名 TEL

㈲アドバンス 髙 倉 　 舞 弓 ０９７-５５８-７３３５

㈲エス・ケィ・テック 作 田 　 清 治 ０７６-２２４-４４６５

瀬戸内テクノサービス 星 川 　 忍 ０８７５-５６-６９０９

㈲東浜サービス商会 大 村 　 昌 広 ０１１-８７３-７６６２

㈱ノリタケマシンテクノ 安 井 　 雄 二 ０４２４-６１-５１７１

㈲藤本研磨材商会 藤 本 　 将 聡 ０８５９-３４-２８３４

㈱フチオカ 渕 岡 　 茂 ０２５８-６６-０６００

東洋機械工業㈱ 小 久 保 　 泰 聡 ０５２-５０５-１１７６

Ｙ’ｓダイヤ 山 部 　 裕 司 ０９２-６０６-３９２３

コンクリートカッター　コアドリル　ワイヤーソー　ウォールソー　
乾式グルービング　W2R工法　土木　舗装

TEL０９２−５０３ー６８９２　  FAX０９２−５０３ー５３７４
〒８１２ー０８６３　福岡市博多区金の隈１ー２８ー１２
登録切断穿孔基幹技能者９名配置
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　コンクリートの切断・穿孔は、ダイヤモンドブレードを用

いた専用カッターで構造物を切断、コアドリルでの穿孔を行

う工法。昭和年代からスタートし技術の進歩を経て、建築・

土木の現場はもちろん、震災や災害でも活躍している。

　今回、全国で103社の会員からなるダイヤモンド工事協同

組合（ＤＣＡ）副理事長兼九州支部長の恒住俊和氏（三和工

業社長・福岡市）と組織・購買委員長兼九州副支部長の牧祐

一氏（大隅機工社長）に、業界での取り組みや課題、今後の

展望について話を聞いた。
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入
職
者

が
追
い
付
い
て
こ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

だ
。　カ

ッ
タ
ー
工
事
で
発
生
す
る

汚
泥
を
産
業
廃
棄
物
と
し
て
取

り
扱
う
地
方
自
治
体
も
増
え
、

付
加
価
値
を
付
け
な
が
ら
単

価
維
持
を
図
っ
て
き
た
が
、
近

年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
問

題
に
よ
り
材
料
費
が
高
騰
し
、

利
益
確
保
も
限
界
に
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
現
場
管
理
に

目
が
向
け
ら
れ
る
中
で
、
専
門

工
事
業
、
技
能
者
に
全
く
焦
点

が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
。　牧

　２
０
２
４
年
、
い
わ
ゆ

る
労
働
時
間
上
限
規
制
問
題
で

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

の
は
主
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
。
建
設
業
か
ら
は
問
題
視
す

る
声
が
大
き
く
上
が
っ
て
い
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
技

能
者
は
、
作
業
時
間
が
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
技
術
が
向
上
し
て

い
く
。
そ
の
よ
う
な
中
、
上
限

規
制
は
わ
れ
わ
れ
を
含
む
専
門

工
事
業
者
全
体
が
抱
え
る
問
題

で
あ
り
悩
み
で
も
あ
る
。
違
反

が
累
積
す
る
と
刑
事
処
分
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
り
、
収
集
運

搬
、
産
業
廃
棄
物
許
可
、
さ
ら

に
建
設
業
の
許
可
ま
で
取
り
消

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、

大
き
な
代
償
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　恒
住

　も
し
も
「
今
日
で
仕

事
を
辞
め
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
、

水
道
埋
設
業
者
、
ガ
ス
、
電
線

共
同
溝
、
ど
ん
な
工
事
も
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
場

で
発
生
し
う
る
こ
と
。
人
手
が

足
り
な
い
現
状
で
は
、
ま
ず
は

単
価
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
い

き
、
魅
力
あ
る
業
界
へ
の
イ
メ

ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
、
売
り
手
市
場

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
急
務
だ
。

　牧

　ピ
ン
チ
で
あ
る
と
同
時

に
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
る

必
要
も
あ
る
。
労
働
時
間
上
限

規
制
に
よ
っ
て
、
技
能
者
の
１

時
間
当
た
り
の
労
働
単
価
は
上

が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
と
し
て
利
益
を
追
求
し
、
品

質
、
技
能
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
は
、
適
切
な
単
価
で
仕
事

を
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
必
要
と
な
る
。
「
値
段

の
安
さ
」
が
競
争
力
、
と
い
う

発
想
で
は
業
界
に
未
来
は
な
い
。

外
国
人
労
働
者
へ
の
技
術
継
承

と
い
う
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。

　牧

　阪
神
淡
路
大
震
災
で
倒

れ
た
高
速
道
路
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
。
あ
れ
を
撤

去
し
た
の
は
カ
ッ

タ
ー
だ
っ
た
。
ブ

レ
ー
カ
ー
で
叩
く

よ
り
も
早
く
、
汎

用
性
が
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
災
害

に
対
応
で
き
る
工

法
と
し
て
普
及
し

て
き
た
。
い
ろ
い

ろ
な
工
法
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で

ま
だ
ま
だ
進
化
し

て
い
く
。

　国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す

る
発
注
者
に
対
し
て
、
ど
ん
ど

ん
制
度
認
定
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
動
い
て
い
き
、
認
知
度

を
上
げ
、
業
界
の
地
位
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ

と
で
人
手
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　恒
住

　専
門
工
事
業
者
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
工

事
に
携
わ
っ
た
人
に
対
す
る
表

彰
制
度
を
も
っ
と
設
け
て
ほ
し

い
。
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
や
り

が
い
に
つ
な
が
る
。
管
理
に
優

れ
た
人
を
表
彰
す
る
の
と
同
時

に
、
優
れ
た
施
工
を
行
う
業
者

や
技
能
者
へ
の
表
彰
を
積
極
的

に
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
発

注
者
と
受
注
者
が
対
等
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
元
請
と

下
請
け
も
対
等
な
関
係
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
公
共

工
事
に
限
れ
ば
、
最
低
制
限
価

格
を
元
請
と
下
請
け
の
間
で
も

設
け
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　恒
住

　職
工
、
職
人
工
で
あ

る
専
門
工
事
業
者
が
生
き
残
っ

て
い
く
、
苦
境
を
打
破
し
て
い

く
、
そ
の
た
め
の
九
州
モ
デ
ル

を
構
築
し
た
い
。
九
州
モ
デ
ル

と
は
、
九
州
各
県
の
業
者
が
お

互
い
に
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
仕
事

を
し
て
い
く
。
縦
横
の
つ
な
が

り
を
最
大
限
活
用
し
、
人
手
不

足
の
現
状
を
打
破
し
て
い
き
た

い
。
も
っ
と
人
や
情
報
、
行
政

へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
ま
と
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
業
界
の
声
を

し
っ
か
り
と
周
知
し
、
認
知
を

広
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
行
政
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
も
積

極
的
に
取
っ
て
い
く
。

　牧

　
月
６
、
７
日
に
東
京

で
日
本
唯
一
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

切
断
・
穿
孔
工
法
機
材
展
を

開
催
す
る
。
多
く
の
メ
ー
カ
ー

や
最
新
工
法
を
展
示
す
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
来

場
を
。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

広　 告

INFORMATION

お知らせ 2023年9月28日付
鹿児島建設新聞にて当組合の
紹介記事が掲載されました
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INFORMATION

お知らせ

令和５年 12月8日（金） 第３回理事会

令和６年 2月 第２8回切断穿孔業務安全講習会

3月 第４回理事会

4月 第２8回厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験

4月 2024年登録切断穿孔基幹技能者更新講習（5年・10年・15年更新）

5月23日（木）、
5月24日（金） 2024年登録切断穿孔基幹技能者新規講習

今後の予定
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INFORMATION

お知らせ

お国の税金でご飯を食べさせてもらっている
事から公共性のある事に目がいってしまいます。
地域貢献とか社会貢献とかっていう（見て見

ぬふりでいいのに）目がいってしまうのです。
基本的にヒマだと言っているのでＰＴＡの仕

事も回って来て、安請け合いして大変な思いをし
ています。
ＰＴＡで所属している小学校は創立１４５年なの

でＰＴＡも１００年以上前からあったと思います。
１００年以上前から続いているものを現代に

受け継がれているので現代には合わない事も
あるのですがその時代、その時代に沿った形で
バトンリレーをして今が一番の最終形だと思う
と考え深いものがあります。
そんな我々が考える事は過去から来た贈り物

の中から無くすべきもの、無くしてはいけないも
のをしっかり判断をして、未来に繋げていく事だ
と思っています。

広報委員　佐藤　高広

編 集 後 記

発行責任者　平山　武夫（広報委員長）
編　　　集　佐藤　高広
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《事務局》
〒108-0014　東京都港区芝5-13-16　三田文銭堂ビル（2Ｆ）
TEL.03-3454-6990 
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モバイルQRコード

訃 報

新 規 組 合員

代 表 者 変 更

新規賛助会員

本 社 移 転

社 名 変 更

●賛助会員　Ｙ’sダイヤ　代表　山部裕司様のご尊父様が令和5年８月7日に逝去されました。
謹んでご冥福をお祈りいたします。

令和５年５月１日より　関東・甲信支部　㈱ケイズ本社が移転となりました。
新本社住所　東京都昭島市田中町３丁目１０番７号（旧昭島事業所）
　　　　　　　　　　　　　　　（電話番号・FAXともに変更はありません。）

令和５年４月１日より　賛助会員　日本フレキ産業㈱は、㈱ノリタケマシンテクノに変更しました。
令和５年４月１日より　賛助会員　㈱ディスコアブレイシブシステムズは、ＤＡＳ㈱に変更しました。

東北支部 （同）DAC 代表社員　　今野　寿治
宮城県大崎市古川小泉字大小504-6 TEL：0229-24-0192

関東・甲信支部 （株）武藤斫工 代表取締役　武藤　　海
山梨県山梨市牧丘町西保下917 TEL：0553-35-3400

四国支部 （株）穿孔社 代表取締役　氏原　優介
愛媛県西条市飯岡1952-5 TEL：0897-55-1236

九州支部 （株）サンダイヤプロ 代表取締役　高村　智史
大分県日田市田島2-12-8 TEL：0973-24-1360

賛助会員 仲山鉄工株式会社 代表取締役　仲山浩太郎

Ｙ’ｓダイヤ 代表　　山部　裕司 福岡県福岡市東区和白東4-6-15 TEL：092-606-3923


